
「その人らしい暮らし」の継続を地域の中で支援する 

地域サテライトケア全国サミット part１ 
施設の機能が、地域に分散し始めた！ 

 
「地域サテライトケア全国サミットｐａｒｔ１」を開催する背景 

「その人らしい暮らし」の継続を地域で支援する宅老所・グループホームの実践は、施設入居者が地

域に通う「逆デイサービス」を生み、その小規模なケアを施設に取り入れることで「ユニットケア」をも誕生

させてきた。実践が、さらには施設の機能を地域に分散することを促し、遠く離れた施設に移り住まずに

住みなれた地域の中で住み続けることを目指す「地域サテライトケア」の展開へと広がりを見せてきた。

サミットでは施設の機能を地域に分散し「その人らしい暮らし」の継続を地域の中で支援する地域サテラ

イトケアの先駆的な実践を紹介する。 
「地域サテライトケア全国サミットｐａｒｔ１」の３つのポイント 

① 「地域サテライトケア」の生まれた背景と、その意味を明らかにしていきます。 
②  宅老所の発展系としての「小規模多機能ホーム（多機能ケア）」と「地域共生ホーム（地域共生

ケア）」、ユニットケアの発展系としての「逆デイサービス（施設入居者の通所ケア）」と「地域分散

型施設（地域分散ケア）」などの、多様な地域サテライトケアの実践を紐解いていきます。 
③ 「地域サテライトケア」の展開を構造的に解剖し、今後の展望を、実践者と政策担当者と研究者

が話し合っていきます 
 
【期 日】   ２００２年９月２８日（土）１０：３０～２９日（日）１３：００ 

 

【会 場】   アエル（仙台市情報・産業プラザ）５Ｆ 多目的ホール  ＪＲ仙台駅より徒歩２分 

（宮城県仙台市中央 1丁目 3番 1 号 TEL：022-724-1200） 

 

【主 催】   地域サテライトケア全国サミット実行委員会 

 

【共 催】   特養・老健・医療施設ユニットケア研究会／宅老所･グループホーム全国ネットワーク 

自分らしいその人らしい地域生活支援ネットワーク／安心した生活と住みやすい地域を作る実践会議 

 

【参加定員】  ３００人 

 

【参加費】    一般：１２，０００円（当日資料含む）   

          会員：１１，０００円（当日資料含む）  

特養・老健・医療施設ユニットケア研究会交流会員／宅老所・グループホーム全国ネットワーク会員 

は１施設 1名のみ会員割引となりますので申込用紙に必ず会員ＮＯを明記してお申みください。 

（会員ＮＯがない場合は割引となりませんのてご注意ください） 

 

【懇親会費】  ５，０００円（先着 50 名様のみ） 

          懇親会場：ホテルＪＡＬシティ仙台１Ｆ「Ｊｏｌｉｅ」（TEL：022-216-4755）（アエルより徒歩２分） 

 

【昼食案内】  会場周辺にはたくさんの飲食店がありますので、そちらをご利用ください    

      （会場内は飲食禁止となっております） 



【内 容】〔9月 28 日／初日〕 

時間 内                      容 

10：30～10：45  開会 

10：45～12：30 サテライトケアへの誘い 

「高齢者や障害者が地域で暮らすための支援のあり方を考える」 

◆実践報告者 

 せんだんの杜なかやま（宮城県） 

  せんだんの杜中山地域サービス部      部 長  小野寺 義 彦 

◆パネラー 

宮城県福祉事業団              理事長  田 島 良 昭 

特養・老健・医療施設ユニットケア研究会   代 表  武 田 和 典 

厚生労働省大臣官房            広報室長  樽 見 英 樹 

◆コーディネーター 

東北福祉大学総合福祉学部          教 授  高 橋 誠 一 

12：30～13：30 昼食・休憩 

13：30～15：00 実践報告セッションⅠ 

「施設に暮らす高齢者や障害者の、地域への通所ケア（逆デイサービス）」 

◆実践報告者 

特別養護老人ホーム・和風園（宮城県）    園 長  朝 倉 恵 子 

老人保健施設・グリーンケアハイツ（福島県） 代 表  稲 本 恵 子 

知的障害者更生施設・ゆたか苑（千葉県）   施設長  宮 代 隆 治 

◆サポーター 

きのこエスポアール病院（岡山県）      病院長  佐々木  健 

◆コーディネーター 

大阪府立大学社会福祉学部         専任講師  藤 井 博 志 

15：00～15：15 休憩 

15：15～16：35 実践報告セッションⅡ 

「高齢者も障害者も子どもも、ともに暮らす地域共生ケア」 

◆実践報告者 

このゆびと～まれ（富山県）         代 表  惣 万 佳代子 

銀河ステーション（熊本県）         施設長  阿 部 るり子 

◆サポーター 

宮城県保健福祉部障害福祉課         課 長  黒 田 秀 郎 

◆コーディネーター 

広島文教女子大学人間科学部         教 授  蛯 江 紀 雄 

16：35～18：00 実践報告セッションⅢ 

「地域で暮らし続けるための多機能ケア」 

◆実践報告者 

すみちゃんの家（宮城県）          代 表  伊 藤 寿美子 

 れがーと（滋賀県）            常務理事  牛 谷 正 人 

  



◆サポーター 

宮城県保健福祉部長寿社会政策課       課 長  和 泉 長 衛 

◆コーディネーター 

佐野短期大学                教 授  山 田  昇 

〔9 月 29 日／２日目〕 

09：20～10：55 実践報告セッションⅣ 

「地域での暮らしを支援するための、施設機能の地域分散ケア」 

◆発表者 

アザレアンさなだ（長野県）         施設長  宮 島  渡 

こぶし園（新潟県）             園 長  小 山  剛 

知的障害者更生施設・コロニー雲仙更生寮（長崎県） 

                      施設長  松 村 真 美 

◆サポーター 

 和歌山大学工学部              教 授  足 立  啓 

◆コーディネーター 

季刊・痴呆性老人研究            編集長  泉 田 照 雄 

10：55～11：10 休憩 

11：10～12：50 サテライトケアの今後を考えるディスカッション 

「地域での暮らしを支援するサテライトケアの今後の展開を考える」 

◆パネラー 

宮城県                   知 事  浅 野 史 郎 

せんだんの杜（宮城県）           副杜長  池 田 昌 弘 

厚生労働省               大臣官房長   辻  哲 夫 

日本福祉大学社会福祉学部          教 授  平 野 隆 之 

◆コーディネーター 

大阪大学大学院               教 授  大 熊 由紀子 

12：50～13：00 閉会 

 
 
【お申込み・お問い合わせ先】 

参加お申込み／宿泊・交通に関するお問い合わせ 

JTB 団体旅行東北支店  担当：堀越・阿部友香里 

〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡 4-6-1 東武仙台第 1ビル 6階 

TEL：022-296-3362  FAX：022-296-3327 

 

【内容に関するお問い合わせ】 

地域サテライトケア全国サミット実行委員会 

〒981-0954 宮城県仙台市青葉区川平 5-3-18-207 

全国コミュニティライフサポートセンター（CLC 東日本）内 

TEL：022-719-9240  FAX：022-719-9251 

E-Mail：clc@clc-japan.com   URL：http://www.clc-japan.com/ 


